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提出日 2013/0/0

■レベル1

レベル判定

必要履修時間

提供科目名 具体的に単元の内容を取り扱う授業名／コマ 確認資料名 記載箇所 補足説明
座
学

事
例
学
習

事
例
演
習

（
ケ
ー

ス

メ

ソ

ッ
ド

含

む

）

実
習

視
察

ヒ
ア
リ
ン
グ

授業時間数
（分）

（認証後ウェブサイト上に掲載） (カリキュラム／シラバス上の表現で記載)
(シラバス等を

記載）
(ページ番号) （シラバス等に明記がない場合は、記入必須） （合計時間） 不合格

・6次産業化の意味と目的

・6次産業化のメカニズム

・6次産業化のパターン

・会社・組織・法人の種類

・経営理念

・経営目標

・経営資源（ヒト・モノ・カネ・技
術・情報・ブランド）

・組織

・会計の原理

・簿記の仕組み

経営及び経営分
析の基礎（事例）

・事例を用いた経営・経営分析 ○ >0

食品衛生管理
（基礎）

・農薬取締法／食品衛生法（及
び関連条例）

○ >0

農産物と水産物
・水稲／野菜／果樹／園芸／畜
産／水産物／特用林産物の特
性・生産の現状

○ ○ >0

食品加工（基礎） ・食品の種類 ○ ○ >0

・食品の物流

・食品の商流

・食品の情報流

・卸売市場・物流センターの視察 ○ >0

※ 単元中の"／"は、ＯＲ条件を意味する

>0

>0

共通

6次産業化論 ○

経営及び経営分
析の基礎

○

食品流通

○

>0

職種共通

座
学

事
例
学
習

事
例
演
習

（
ケ
ー

ス

メ

ソ

ッ
ド

含

む

）

実
習

視
察

ヒ
ア
リ
ン
グ

（いくつでも○）
(認証後ウェブサイト上に掲載)

単元
講義形式

／
手法

必要
履修
時間

単元
講義形式

／
手法

必要
履修
時間

講義形式／手法

ウェブサイト掲載項目 育成プログラム名称： 0

職種

評価基準 評価指標 教育研修機関記入欄 審査員 評価記入欄 評価結果

科目名
　単元
　　＝科目内容の定義
　　＝わかるの項目

講義形式／手法

必要
履修
時間
（分）

単元充足 証憑

科目
判定



提出日 2013/0/0

■レベル2

必要履修時間

提供科目名 具体的に単元の内容を取り扱う授業名／コマ 確認資料名 記載箇所 補足説明
座
学

事
例
学
習

事
例
演
習

（
ケ
ー

ス

メ

ソ

ッ
ド

含

む

）

実
習

視
察

ヒ
ア
リ
ン
グ

授業時間数
（分）

①事業主
②法人ス

タッフ
③支援ス

タッフ

（認証後ウェブサイト上に掲載） (カリキュラム／シラバス上の表現で記載)
(シラバス等を

記載）
(ページ番号) （シラバス等に明記がない場合は、記入必須） （合計時間） 不合格 不合格 不合格

・6次産業化法

・農商工連携法

・6次産業化や農商工連携の推
進のための各種支援制度

・原価計算の目的

・原価計算の方法

・収支計画の作成方法

6次産業化事例
分析

・6次産業化の事例 ○ 90

事業計画（基礎） ・事業計画書の作成方法ガイド ○ 180

・農地法・都市計画法／家畜伝
染病予防法／漁業法／ＰＬ法

・食品表示法／景品表示法など
の表示制度

・食品衛生管理の事例 ○

・ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰ

・トレーサビリティ／ＦＣＰ（フード・
コミュニケーション・プロジェクト）

農業技術と水産
技術

・栽培技術／漁法・養殖技術 ○ ○ 90

・栄養成分

・保健機能食品

・食品の保存・加工・包装方法

・顧客と消費者

・マーケティングの定義・考え方

・マーケティングプロセスの全体
像

・農業者・漁業者の経営分析

・他業種の経営分析（食品メー
カー／流通・販売業者／飲食店
等）

・財務諸表の基本と読み方

・主要な財務指標の種類と使い
方

金融制度
・農林水産、中小企業向け金融
支援制度

○ 30

事業計画（応用） ・事業計画書の作成演習 ○ 360

・論理的思考

・聴く

・書く

・話す

※ 単元中の"／"は、ＯＲ条件を意味する

○

財務会計 ○ 90

マーケティング
（基礎）

○ ○ 30

90

[支援スタッ
フコース]

のみ

経営分析の応用 ○ ○ 90

コーディネート手
法（基礎）

○

共通

60

食品加工（応用） ○ ○ 60

○

財務の基礎 ○ 90

6次産業化関連
法規

○

職種別

座
学

事
例
学
習

事
例
演
習

（
ケ
ー

ス

メ

ソ

ッ

ド

含

む

）

実
習

視
察

ヒ
ア
リ
ン
グ

（いくつでも○）
(認証後ウェブサイト上に掲載)

食品衛生管理
（応用）

60

職種

評価基準 評価指標 教育研修機関記入欄 審査員 評価記入欄 評価結果

必要
履修
時間

農業・水産業お
よび食品加工・
流通関連法規

○ 60

ウェブサイト掲載項目 育成プログラム名称： 0

レベル判定

科目名
　単元
　　＝科目内容の定義
　　＝わかるの項目

講義形式／手法

必要
履修
時間
（分）

単元充足 証憑 講義形式／手法

単元
講義形式

／
手法

単元
講義形式

／
手法

必要
履修
時間

科目
判定



提出日 2013/0/0

■レベル3

必要履修時間

提供科目名 具体的に単元の内容を取り扱う授業名／コマ 確認資料名 記載箇所 補足説明
座
学

事
例
学
習

事
例
演
習

（
ケ
ー

ス

メ

ソ

ッ
ド

含

む

）

実
習

視
察

ヒ
ア
リ
ン
グ

授業時間数
（分）

①事業主
②法人ス

タッフ
③支援ス

タッフ

（認証後ウェブサイト上に掲載） (カリキュラム／シラバス上の表現で記載)
(シラバス等を

記載）
(ページ番号) （シラバス等に明記がない場合は、記入必須） （合計時間） 不合格 不合格 不合格

［支援ス
タッフコー
ス］以外

事業計画（応用） ・事業計画書の作成演習 ○ 360

・戦略の定義

・経営戦略と事業戦略

・コアコンピタンス（何を武器とし
て戦うかを考える）

・ドメイン（戦う土俵を考える）

・ポジショニング（戦い方を考え
る）※競争戦略

・アウトソーシング・アライアンス・
M&A（機能の調達方法を考える）

・ポートフォリオ（経営資源の配
分を考える）

経営戦略（事例） ・経営戦略事例 ○ 90

・組織／経営者論

・人的資源管理

・生産・販売・在庫管理

・計画と進捗管理

・業務システムと情報システム

・損益分岐点

・収益性評価

・資金繰り

・設計・試作・テスト

・商品ラインナップ

・商品ライフサイクル

・価格設定

・事業環境分析（内部環境分析・
外部環境分析）

・標的の設定（セグメンテーショ
ン・ターゲティング）

・差別化軸の設定（ポジショニン
グ）

・4P（Product, Price, Place,
Promotion）

・ブランドの要件

・知的財産管理

・プッシュ戦略・プル戦略

・店舗設計

6次産業化関連
制度

・公的支援制度の活用法 ○ 30

事業計画 （診
断）

・事業計画書（事例の診断・打ち
手検討）

○ 180

・リーダーシップ

・ファシリテーション

・アイデアジェネレーション

・ネゴシエーション

※ 単元中の"／"は、ＯＲ条件を意味する

評価基準 評価指標 教育研修機関記入欄 審査員 評価記入欄 評価結果

必要
履修
時間

単元
講義形式

／
手法

講義形式
／

手法

科目
判定

科目名
　単元
　　＝科目内容の定義
　　＝わかるの項目

講義形式／手法

必要
履修
時間
（分）

単元充足 証憑 講義形式／手法

単元
講義形式

／
手法

座
学

事
例
学
習

事
例
演
習

（
ケ
ー

ス

メ

ソ

ッ
ド

含

む

）

実
習

視
察

ヒ
ア
リ
ン
グ

（いくつでも○）
(認証後ウェブサイト上に掲載)

共通

経営戦略 ○ 90

職種

商品開発 ○ ○ ○ 90

経営管理 ○ ○ 90

180
マーケティング
（応用）

○ ○ ○

［支援ス
タッフコー

ス］
のみ

コーディネート手
法（応用）

○ ○ 90

ウェブサイト掲載項目 育成プログラム名称： 0

レベル判定

職種別


